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《君が代》と山田耕筰
― 《かちどきと平和》（1912）と《明治頌歌》（1921）を中心に ― 
Kosaku Yamada’s “Kimigayo”:  
The melody of the Japanese national anthem in “Symphony in F major  




























































































































































































































































 千  代  に   ー  ー      八 千 代 に 、 さ
 ミ ３ ソ ２ ラ ２ ↓ ソ ２ ラ ５     レ シ ラ ソ 、 ミ
第一主題
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2.2.3.　《君が代》の中心音型としての「ミソラ」
冒頭の「弱音器を附したヴアイオリン」の和音部分は律音階であるとして、ついで登場する「ミー



































































 八 千 代 に さ ：
 レ シ ラ ソ ミ
バス・クラリネットとヴィオラの音型：
 レ シ ラ ソ ミ♭
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似ているが、決定的に違うところがある。冒頭と A の基調は律テトラコルドなのに対して、E は
民謡テトラコルドである。
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注
1）明治以後の「律旋」の問題については、拙稿「律旋の諸問題の考察 ― 文部省音楽取調掛『音楽取調成績
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認められる（山田 1923:239f, 山田 1949:174f）。1915 年の四部合唱《君が代》とほぼ同じだが、「ちよに」の「に」


















の比重が増すのは明治 30 年代以降との興味深い調査結果もある（堀江 :154 以下）。「戦術」としてのヨナ
抜きの意図、効果については検討の余地がある（安田 :49）。
16）コウモリ的な「ヨナ抜き」に、日本の伝統音楽との差異をみるか、近似をみるか。民謡テトラコルド・
音階を日本の古層とみる小泉文夫は、あきらかに前者だが、山田はどうやら後者であり、伊澤修二ははっ
きり後者である。遡れば、呂の主五声はヨナ抜きそのもので、呂の旋律（七声？）が江戸時代に歌われて
いた例もあるようで（遠藤 :77）、ヨナ抜きを単純に外来的とみてよいかどうか、検討の余地がある。もっ
とも、音階としてみれば同じでも、個々の音の機能が、つまり期待される「旋法」が異なるとはいえるか
もしれない（山口 :231）。
17）ただし、たんに帰納すると、レミソラドで、一音のシを例外とするのが、自然ではなかろうか。四音
もあるドを例外として、離し置き律音階を導き出しているということは、「律旋」に関する伝統的な解釈
を山田は踏襲していた、ということかもしれない。
